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     す  が  の  No.９ 

  学校教育目標： 「ジャンボ！」菅野っ子  ～共に生きる～  
目指す子ども像：変化の激しい２１世紀をたくましく生き抜いていく 菅野っ子 
すすんで考え挑戦し続ける子 がんばりやでたくましい子 のびのびと心豊かな子 

 

「積み重ねるということ」         校長  松永 裕思 

 

１１月８日（金）校内音楽会。９日（土）音楽発表会を実施しまし

た。 

コロナ禍の中でも工夫して実施し続けてきた行事ですが、昨年か

らは全校で聴き合うことも再開できました。それぞれの学年の良さ

を実感してきましたが、年々、子どもたちの歌声・演奏はレベルアッ

プしていると感じます。 

これは、一朝一夕でできることではなく、長年積み重ねてきた取り組みがあってのものです。 

毎年お互いの発表を聴き合って、憧れを抱いたり認め合ったりすることで次への推進力につな

がっています。 

 どの学年も見事な発表でした。 

 聴いていただいた学校運営協議委員の方からは、「コンサートを聴いているようだった。」と

の声をいただきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １年生校外学習  
１３日（水）１年生は、アンデルセン公園に行ってきました。ドングリ拾いや生き物とのふ

れあい、遊具で思いっきり遊ぶ等、秋を満喫してきました。 

ご存じでしたか。アンデルセン公園は、全国の遊園地・公園等の人気ランキングでディズニ

ーランドや USJ などに続いて 4 位に入っているそうです。 

中は大変広く、一日では満喫しきれないほどなのです。ぜひ、家族でもお出かけください。 

（ちなみに私はわが子が小さいころ、年間パスポート（たしか当時は 800 円ほど）をもっ

て、よく通っていました。） 

 保護者の皆様の熱い思い！  
今年は「菅野フェスタ」は中止です。年度当初はこのように決まっていました。 

しかし、毎年子どもたちが楽しみにしている行事であり、これがなくなってしまうのは寂し

い！と考えた多くの保護者の方々の熱い思いにより、実現に至りました。 

各学年の企画があり、ほかにも地域の皆様による遊びのコーナーやおとうさんの会による企

画、そして、「シークレット！」とすれ違う先生に声をかけ、スタンプを押してもらう新たな企

画もありました。コナン君も登場し、今年も盛り上がった菅野フェスタとなりました。 



                     

 

日 月 火 水 木 金 土 

１ 
 
 

２ ３ 
３年消防署見学 

４ 
委員会 

５ 

ロング昼休み 

ホワイトスクール説明

会（Webで） 

６ 
４年校外学習 

７ 
 

８ 
 

９ 
English Daｙ 

１０ 
短縮A・教育相談 
二中ブロック絵画
展（～１９日） 

１１ 
短縮A・教育相談 

１２ 
短縮A・教育相談 

１３ 
短縮A・教育相談 
ヘルシー集会 

１４ 
 

1５ 
 

１６ 
 

１７ 
お話パレット 

１８ 
 

１９ 
給食最終 
親子清掃 
ロング昼休み 

２０ 
短縮B 
１２：０５下校 

２１ 

２２ ２３ 
終業式 

２４ 
冬季休業 
（１/5まで） 

２５ 
合唱フェスティバ
ル 

２６ 
 

２７ 
 

２８ 
 

２９ 
 

３０ 
 
 

３１ 
大晦日 

１/１ 
元日 

２ 
 

３ 
 

４ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

    

 

       

 菅野小に牛さんがやってきた！！！  
２９日（金）菅野小に牛さんがやってきました。 

これは、県の施策「モーモースクール」の取り組みです。 

県内で毎年数校しか当選しない夢の企画です。 

今年は、運よく当たることができました。 

５年生が、乳しぼり体験・子牛とのふれあいを体験し、酪農についてお話も伺いました。 

生後、３週間しかたっていない牛とのふれあいや乳しぼり体験はいのちを実感できるもので

した。牛の体、温かかったです。 

牛乳は、母牛が子を産み、我が子を育てるために出している乳を私たち人間がありがたくい

ただいているのです。子牛は母牛のお乳を飲むことは一度もないそうです。子牛はたくましく、

産まれて 30 分で立ち上がり、3 時間で歩くそうです。 

また、牛の排せつ物を肥料にして、牛の食べ物となるコーンを作り、循環させながらいのち

を育んでいること、産まれた牛が雄であったり、歳を取ってお乳があまり出なくなったりした

牛は、食用になっていくことなど、大切なお話をたくさん伺いました。 

毎日給食で牛乳を出していますが、これは子どもたちの成長にカルシウムが欠かせないから

です。しかし、なんとなく牛乳を飲まない子も少なからずいます。 

５年生は、今回の学びで牛乳に対する見方が変わってくる子もいるかなと思います。 

ご存じでしたか。千葉県が酪農発祥の地であることを。 

江戸時代から続いているそうです。 

大変なお仕事ですが、毎日大切ないのちにふれながら生きている方々が活力に満ちているの

が印象的でした。 

の予定 

12 月 9日（月）に English Day を企画しています。 

当日は市内のALT（Assistant Language Teacher）８名が

本校に集まり、授業の中で英語を活用していきます。 

未来を生きる子どもたちは、今以上に英語に触れる機会が多く

なり、小学校の中でもできるだけ英語の楽しさを感じて欲しいと

願ってのことです。 


